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北九州市保健福祉局

平成２８年度から

〇北九州市の高齢化率（30.5％：平成31年3月末）は全国より高い
○少子高齢社会の進展に伴う生産年齢人口の減少や、介護現場の労働環境などによ
る介護職員の離職等を背景に介護人材の確保は喫緊の課題

【北九州市のポテンシャル】

○本市の高齢者施策に関する医療・保健・福祉関係者の経験と実績
○モノづくりの都市として発展（高い技術力・企業集積等）
○学術研究機関の集積（産業医科大、九州栄養福祉大、九州工業大、学研都市等）

介護ロボット等を活用した先進的介護の成功モデルの創造・発信

国家戦略特区制度等の活用

【全国的な課題】

介護の質の向上
（入居者の自立支援）

高年齢者等新たな
雇用機会の拡大

介護ロボット
産業の振興

介護職員の
負担軽減

北九州市の目指す介護（＝先進的介護）の実現 地元の産業振興

＋

先進的介護の実現に向けて



介護施設等における生産性向上に資するパイロット事業

＜ＩＣＴ・介護ロボット等を活用した

新たな介護の働き方の実証＞

介護の質と安全性を確保しつつ、介護現場の
生産性向上を実現する新しい働き方モデル
「北九州モデル」の具体化

＜ＩＣＴ・介護ロボット等活用の

介護の専門人材育成＞

ＩＣＴ・介護ロボット等の習熟度に合わせ
た介護職員や管理者、経営者向けのロボッ
トマスター育成講習の開催

＜ＩＣＴ・介護ロボット等を

活用した働き方改革の好事例集＞

ＩＣＴ・介護ロボット等を活用した介護
施設の働き方改革の好事例を提示

＜多世代・多分野のワークショップ等

介護職の魅力度アップ＞

多世代・多分野の方々が集まって先進的介護
をイメージして介護職の魅力を発信していく
ワークショップ開催等を実施



ＩＣＴ・介護ロボット等を活用した新たな介護の働き方の実証

＜実証施設＞
(社福）春秋会
特別養護老人ホーム
好日苑大里の郷
（特養：29人：3ﾕﾆｯﾄ、
ｼｮｰﾄｽﾃｲ：10人：1ﾕﾆｯﾄ、計39人）

＜実証仮説の作成＞
業務課題 解決策の方向性

介護必要量
介護提供量

ピーク変動

直接介助業務
間接介助業務

業務オペレー
ション整理

外部人材活用

ICT・介護ロ
ボット等活用

＜実証内容＞

＜実証期間＞
令和元年９月１日から１２月７日
（約３か月）



実証結果（評価・分析）

５．経済状況明確化
評価指標：収支シミュレｰション等

・初期投資額の負担は大きい
・約２年で収支は黒字化 ※要検討：人件費削減分活用

１．介護負担軽減と
介護の質に寄与

評価指標
：作業観察(ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ)
職員インタビュー等

・業務全体３５％削減
・見守り業務６２％削減
・夜間帯が精神的に楽に
・記録業務４９％削減
・周辺業務６４％削減
・直接介護割合の増加
・入居者との会話2.5倍

３．安全面確保
評価指標：アクシデント・インシデント記録等

・アクシデント１件、インシデント１０件で前年比で減少

２．入居者のQOLの
維持・向上
評価指標
：EQ-5D、WHO-５、
職員インタビュー等

・実証前、中でＱＯＬ維持
・日中の覚醒が良くなり、
食事に好影響

４．生産性向上
評価指標：勤務形態･勤務管理表等

・夜勤介護 ３名⇒２名
・常勤換算(介護・看護) 2.0：１⇒2.87：１(生産性1.4倍)
・休暇 公休９日/月⇒プラス有給１日で１０日休暇/月

配置人数
現状 北九州モデ

ル(実証)現行基準 実証施設

日中
介護 ２ ３ ２

看護 １ １～1.5 0.875

夜間 夜勤 １ 1.5 １

２ユニットあたりの人員配置

人員配置
（常勤換算）

３：１ 2.0：１ 2.87：１



実証、評価、分析を踏まえた「北九州モデル」のご提案
「人員配置とＩＣＴ・介護ロボット等の活用を含む業務オペレーション手法」と「シフト表等のツール」で構成している、
介護現場における新しい働き方モデル（北九州モデル）をご提案いたします。

北九州モデルの全体像

基本ツール

基本パッケージ
アウトカム：新しい働き方

人員配置と、ICT・介護ロボット等の活
用を含む業務オペレーション手法

●夜間見守り・記録業務へのICT導入

●周辺業務（掃除・洗濯等）のアウト
ソーシング・地域ボランティア等活用

シフト表
業務スケ
ジュール表

業務
仕分け表

推進体制図 実践
プロセス表

●業務時間
の効率化

(30%効率化)

●対人介護
業務の維持

●安全性の
保持

●職場環境
改善

●人員配置
の効率化

(2.8対1)

●利用者
へ還元

基本ツール

＜実践バリエーション＞

説明： ○ 実証モデル反映予定

△ 応用可能だが、実証モデル対象外

時間削減 身体的負担軽減
非介護職（ボランティ

ア、シニアなど）
外部委託

厚生労働省ガイドラインの業務区分（施設サービス分）の各項目の仕分け

大項目

既存ICT・ロボット等を用いて アウトソーシング

カテゴリー 業務内容

移動・誘導（屋内）

○

車椅子押し、歩行の見

守り

Ⅰ

基

本

動

作

起床・就寝1

2

3

4

●起床・就寝の動作介助

●移動介助

●環境設定

●準備・片付け

●移動見守り

●移動介助

●環境設定

●準備・片付け

●移動見守り

●移乗・起居介助

●環境設定

●準備・片付け

○

移乗支援ロボット

○

車椅子押し、歩行の見

守り

移動・誘導（屋外）

移乗・起居

(例１)日中に介護記録システムとインカム、周辺業務のアウトソーシング
(例2)夜間の見守りセンサー導入

業務
仕分け表

推進体制図
実践

プロセス表



好事例集
特別養護老人ホームで取り組まれたＩＣＴ・介護ロボット等を活用した働き方の好事例を集めました。

ＰＤＣＡサイクルを使っ
て施設全体で実践されて
いる４つのポイント

(社福)孝徳会 ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ門司
（ユニット型、定員120名）

(社福）広寿会 足原のぞみ苑
（多床室、定員８０名）

(社福）援助会 聖ヨゼフの園
（多床室、定員5０名）

(社福)無何有の郷 杜の家
（ユニット型、定員100名）

見守り、記録、情報共有ｲﾝｶﾑ 見守り、記録、情報共有ｲﾝｶﾑ 見守り、記録、情報共有ｲﾝｶﾑ 移乗支援(非装着型)、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、
見守り、記録

＜導入ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ＞

・ｲﾝｶﾑ装着を避ける職員
・見守り機器に家族から質問

＜ﾒﾘｯﾄ＞

・ｲﾝｶﾑでいつでも呼出し
・夜間が楽でﾋﾔﾘﾊｯﾄが減少

｢ﾛﾎﾞｯﾄﾏｽﾀｰになっ
たﾘｰﾀﾞｰが継続活用
の鍵｣
｢新たな仕事の面白
さが新たな人材確
保に繋がる｣

＜導入ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ＞

・記録変更に職員から不満
・面会時の録画に家族から声

＜ﾒﾘｯﾄ＞

・転倒等の事実を家族説明
・記録の大幅な時間減と共有

｢初期投資が大きい
分、どの機器にす
るかが難しい｣
｢導入当初が大変
で、市や業者の支
援が心強い｣

＜導入ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ＞

・半年後ｲﾝｶﾑを使わない事態
・ｲﾝｶﾑ使用ﾙｰﾙの決定と声掛け

＜ﾒﾘｯﾄ＞

・ﾌﾛｱが異なっても情報共有
・緊急時伝達や看護師呼出し

｢経営目線と現場を
繋ぐため使用判断
はﾘｰﾀﾞｰに委ねる｣
｢ｽﾀｯﾌ同士で模索し
て動く働き方がで
きたことが効果｣

＜導入ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ＞

・直接介護の怖さに、ﾒｰｶｰの
導入教育と職員間練習

＜ﾒﾘｯﾄ＞

・高齢職員が１人で移乗可能
・見守りは使えて緊急性判断

｢使う目的を明確化
して、現場に広げ
るプロセスが大切｣
｢苦手な職員が自信
がつくと率先して、
職員間連携が密に｣

①施設における業務の課題を把握し、その解決に必要となるＩＣＴ・介護ロボット等の導入についての検討
②導入に向けた職員への教育や環境整備
③導入後の施設入居者の状況に応じた、効果的・効率的な機器の活用方法の検討及びスタッフ全員での共有
④機器の導入目的や活用方法に対する評価及び改善策の検討



介護の専門人材育成
介護施設に広く呼び掛ける「介護ロボット導入セミナー」や
ＩＣＴ・介護ロボット等活用の専門人材を育成する「介護ロボットマスター育成講習」を開催いたしました。

講習名 導入セミナー マスター（初級） マスター（中級） マスター（上級） 合計（延べ）

修了者数 ７６名 ２９名 ２６名 １７名 １４８名



介護職の魅力度アップ
多世代・多分野で語り合う「人とテクノロジーの融合で実現する先進介護ワークショップ」の開催や、「小・中・高校
等への介護のしごと出前授業」「魅力ある介護の職場づくり表彰」等、介護職を魅力的アップに取組みました。

◎日常書類業務のデーター化
・自動化・効率化

◎ﾉｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞｹｱの導入による

職員負担軽減とｷﾞｬﾘｱｱｯﾌﾟ

◎平均年齢67.7歳、最高年
齢76歳のｼﾙﾊﾞｰさん大活躍!!

◎子どもから高齢者まで笑顔

がいっぱいな施設

小・中・学生等に対して介護
事業所の職員等が出前で授業
をする。
＜平成26年から現在までの実績＞
延べ７７校で5,522人対象に開催

【小・中・高校等への
介護のしごと出前授業】

【平成30年度
魅力ある介護の職場づくり表彰】

最
優秀賞

優秀賞

【人とテクノロジーの融合で実現する先進的介護ワークショプ】

令の国
和の国
元の国

テーマ
介護職を人気職種に！



北九州市保健福祉局

ＩＣＴ・介護ロボット等を活用した新たな介護の働き方
（北九州モデル）を横展開して介護イノベーションを推進！

人（介護職員）とテクノロジー（介護ロボット等）による
介護現場のイノベーションを起こし、
入居者の生活の質の向上や介護ロボット産業の振興を推進！

目指すのは

人と介護ロボット等が創る入居者の生活の質の向上
介護施設は、入居者一人一人に適切なケアを提供するとともに、

入居者の日常生活の場として身体的、精神的、時間的にゆとりある
空間であることが必要。
高年齢者等の多様な人材、介護ロボットやＩＣＴ等の活用による

介護現場の働き方改革を進め、介護職員の心身のゆとりを生み出し、
入居者の暮らしの充実を目指す。

今 後


